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藤田　志津子
はじめに
　創立者池田大作先生は、恩師・戸田城聖創価学会第二代会長の崇高な生涯を
いつの日か「小説」という形で綴り残すことを、心に期していた。恩師の七回
忌を終えた1964年（昭和39年）12月２日、名誉会長は沖縄の地で、小説『人間
革命』の執筆を開始した。その書き出しは、「戦争ほど、残酷なものはない。
戦争ほど、悲惨なものはない。だが、その戦争はまだ、つづいていた」（人間
革命　第１巻p15）から始まっている。
　小説『人間革命』は、師弟の戦いがしるされ、小説『新・人間革命』は弟子
の戦いが描かれている。その冒頭は、「平和ほど、尊きものはない。平和ほど、
幸福なものはない。平和こそ、人類の進むべき、根本の第一歩であらねばなら
ない」（新・人間革命　第１巻p11）との言葉で始まっている。
　「『魂の力』は原子爆弾よりも強い──それがマハトマ・ガンジーの叫びであっ
た。人間のもつ、無限の『生命の力』の開拓が、『戦争の世紀』を『平和の世紀』
へと転じゆく──
　それが『人間革命』であり、この小説を貫く一本の水脈となろう」（新・人
間革命　第１巻p ３）。
　こうして『人間革命』は全12巻、そして『新・人間革命』は現在第22巻まで
出版され、全30巻までの完成を目指して、今も日曜日を除く毎日の聖教新聞に
掲載されている。
　日本の新聞連載で、最長は山岡荘八氏の『徳川家康』で、4,725回を数える。
創立者の『人間革命』と『新・人間革命』の連載は、通算で6,000回を超え、
新聞小説のなかで日本一の連載回数を更新している。
　「池田名誉会長の著作を体系的に収録する同全集は、全150巻の構想。現在ま
での配本は123点に上る。全集が完結すれば、ゲーテ全集（ワイマール版、143
巻）等を超え、世界最大級の個人全集となる」（聖教新聞　2011年２月23日社説）。
　なお、創立者の著作は、現在、世界42言語で発刊され、海外出版は1,200点
にのぼっている。創立者は、この『人間革命』で、私たちに、何を教えようと
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されているのだろうか。
　今、あらためて、それを考えたいと思う。
１．教育部結成
　教育部が誕生したのは、創価学会第三代池田大作会長就任一周年に当たる
1961年（昭和36年）５月３日の本部総会の席上であった。教育部は、創価学会
の源流を継承する部である。学会の前身である創価教育学会は、初代会長の牧
口常三郎が、「幸福が人生の目的であり、従って教育の目的でなければならぬ」
（新・人間革命「人間教育の章」）との信念のもと、教育の現場において自らが
積み上げてきた経験と思索をもとにした実践の記録を、『創価教育学体系』と
して発刊したことから始まっている。体系には、題字を犬養毅、序文を田辺寿
利、新渡戸稲造、柳田國男の３人に書いてもらっている。当時の著名な人たち
が、きちんとした形で賛辞を贈っている、今の我々には計りしれない意味があ
ると思う。（創価大学ニュース68号ＳＵＮより）。教育部員は、一騎当千の勇者
であり、社会を変革する大きな使命をもっている──これが、創立者池田大作
先生の確信であった。
　「学校教育において、子どもたちに最も強い影響を与える、最大の教育環境
こそ、教師という人間の存在である、牧口は、『教育の改造における根底は教師』
と明言している。つまり、教師が、自らを、いかに磨き、向上させていくかが、
社会建設の最も重要な課題となるのである」「法華経には、『如我等無異』（我
が如く等しくして異なること無からしめん）とある。
　仏は、すべての人間の生命に内在する仏界という無限の可能性を開き、万人
を平等に、仏自信と同じ境地、境涯にしていく。そこに仏の使命があると説い
ているのである。
　山本伸一は、ここにこそ、『人間教育』の原理があると確信していた。
　教育の目的は、機械を作ることではなく、人間形成、つまり人間をつくるこ
とにある。
　人間──なんと偉大な存在であろうか。一切の文化の創造の源であり、その
生命の内奥には、計り知れない可能性がひめられている。それを引き出し、磨
き上げ、完成へと導き、子ども自信の幸福と社会の繁栄を築いていくのが『人
間教育』である。
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　伸一は、大学紛争の火が燃え盛り、教育の荒廃が露呈し始めたころから、『人
間教育』の推進こそ喫緊の課題であることを、叫び続けてきた」（新・人間革
命「人間教育の章」）。
　教育部の有志は、今こそ、自分たちが立ち上がらなければならないと思った。
使命の自覚は、自己に内在する新たな活力を引き出す。混迷する教育界にあっ
て、未来建設の曙光を注ごうと、人間教育の研究に力を注いだ。そのなかで、
戸田城聖の生誕74年に当たる1974年（昭和49年）２月11、「人間教育研究会」
が設立されたのである。「推理式指導算術の現代数学への応用」「造形感覚をの
ばし個性豊かな表現力を高める試み」「幼稚園における五歳児の指導」「事例研
究・自閉症とみまちがえられる子」のテーマで、専門的に研究・実践を重ねて
きたメンバーが、その成果を発表した。研究室などにこもっての、机上の研究
ではなかった。教育の現場で、汗まみれになりながら、自ら実践を重ね、研究
してきた、成果の発表であった。この研究発表会には、牧口常三郎の思想研究
を続けてきた、アメリカのデイル・ベセル博士も招かれて出席した。
　博士は、人間教育の具体的な実践を展開している「人間教育研究会」の活動
に、賞賛を惜しまなかった。そして、「教育とは、教師も児童・生徒も、一個
の人間として、自己のもつ力、智恵を最大限に発揮、開発し、共に社会に貢献
していこうとする尊い共同作業である」と述べ、教師自身の人間革命をめざす
創価の人間教育に、大いなる期待を寄せた。
　2011年の５月３日に結成50周年を迎える教育本部による「教育実践記録」が
５万事例に到達した。地道な実践記録運動は教師自身を変え、教育現場を変え
ていった。その反響は海外にも広がっている。
２．創価大学開学
　「牧口『将来、私が研究している創価教育学の学校を必ず僕が、僕の代に設
立できないときは、戸田君の代でつくるのだ』」（『池田名誉会長が語る　恩師
　戸田城聖先生』より）
　「戸田『大作、創価大学をつくろうな。私の健在のうちにできればいいが、
だめかもしれない。その時は大作、頼むよ。世界一の大学にしようではないか』」
（新・人間革命「創価大学の章」より）。
　創価大学は、1971年（昭和46年）４月２日、恩師・戸田先生の構想通りに、
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富士が見える東京都八王子市に開学した。創立者は、1969年（昭和44年）５月
３日の本部総会で、「創価大学の基本理念として、『人間教育の最高学府たれ』『新
しき大文化建設の揺籃たれ』『人類の平和を守るフォートレス（要塞）たれ』
との三つのモットーを発表した」（新・人間革命　第15巻p113）。
　そして、2001年（平成13年）５月３日、アメリカ・カリフォルニア州オレン
ジ郡に、アメリカ創価大学を開学した。世界平和の指導者育成を掲げ、社会貢
献・異文化尊重の英知と人格を養う。卒業生はハーバード大学などの名門大学
院に進学するほか、国際機関や一流企業に就職している。
　「池田『創価教育』の最高学府の建設は、牧口先生、戸田先生との限りなき
夢であり、お二人の心を受けついだ私の夢でもあった。今、三代にわたる栄光
の教育革命の第一歩の夢を実現した」（随筆　新・人間革命「アメリカ創価大
学の入学式」より）。
　2011年は、フィリピンのホセ・リサール博士の生誕150周年である。池田
SGI（創価学会インタナショナル）会長は祝福のメッセージを贈ると共に、
SGIのメンバーの代表が出席した。メッセージでは「リサール博士が見定めて
おられたように、教育は、人間を創り、文化を創り、平和を創ります。教育こ
そ、人類の平和への万年の光なのであります。
　私が、世界の各地に創価一貫教育の学舎を創立してきたのも、リサール博士
より10歳後に誕生して日本の軍国主義と闘い獄死した、殉教の教育者・牧口常
三郎と、その遺弟・戸田城聖から、『教育即正義』『教育即平和』との信念を受
け継いだからにほかなりません」「本日の総会のテーマに『革新』とあるように、
自らを『革新』することは一切の起点であり、原点なのであります。この点、
仏法では、エゴや無関心、他者との差異や臆病に囚われた『小さな自分』──
『小我』（個人的自我）を革新して、勇気と智恵と慈悲に満ちた『大我』（宇宙的・
普遍的自我）を顕現していく生き方を教えております。現代的に表現するなら
ば『人間革命』であります。それは、リサール博士の青春が示しているように、
生き生きと真理を探究し、誠実に人々の幸福のために献身し、そして恐れなく
正義を叫び抜いていく道であります。ともあれ、私たちは、リサール博士の如
く、たゆみなく学び、動き、語り、鍛え、戦うなかで、自らを革新し、革命し
てまいりたい。そして、リサール博士の分身となって、尽きることのない活力
と創造性を発揮しながら、世界市民の心のボーダーレス時代を開いてまいりた
いと思うのであります」（聖教新聞　2011年３月８日）３面。
　1991年４月21日フィリピン大学で、「平和とビジネス」の講演が行われた。
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本講演では、「ビジネス」がいかに平和構築に貢献しうるかについて述べられた。
　冒頭、池田SGI会長は、経済効率をあげ、利潤を追求することを第一義とす
る「企業の論理」や「資本の論理」ではなく、「人間の論理」をもって、それ
らをリードしていく必要性を強調した。そのために必要なものとして、池田
SGI会長は「公正」の精神を挙げた。その「公正」の精神を持つ人とは、「経
済活動によって、ともすれば富める国、富める階層がますます富み、貧しい国、
貧しい階層がますます貧しくなっていくといった矛盾を決して見逃さない」人
であり、「地球環境を破壊し、生態系のバランスを崩しながら独走する経済成
長が、どんなに危険かをよく知っている」人であると言及した。
　それは、まさしく「部分観」から「全体観」への跳躍といってよく、真実の
「公正」さは、こうした次元においてこそ開かれる「普遍的精神」であると強
調した。
　さらに池田SGI会長は、これをビジネスの世界と照合し、一企業や一国のみ
の「部分益」に執着せず、地球人類という「全体益」に立脚してこそ、「公正」
な判断ができるようになると結論している。そして、この「公正」の精神は本
来的に与えられたものではなく、「時代の試練のなかで鍛え上げられながら、
獲得されていく」普遍的精神であると語った。
　「社会の一切の営みは『人間』から出発し、『人間』に帰着する。（中略）し
かし、あまりにも、しばしば、目的であるはずの人間が手段となりはてている
のが現実であります。その転倒を、本来『人間中心』の理想にもどし、新たな
る社会の建設をしていかねばならない」と語っている（創価新報　2011年３月
16日）10面。
３．世界のリーダーおよび識者との1,700回を超える対話
　「1972年（昭和47年）４月29日の午前11時過ぎ、山本伸一は、東京・羽田の
空港を飛び立ち、モスクワ経由で、パリへ向かった」（新・人間革命　第16巻 
p120）。
　その最大の目的は、イギリスの歴史学者であるアーノルド・ジョーゼフ・ト
インビー博士との対談であった。人類の幸福を願い、諸問題解決への方途を探
求した二人の対話は、世界28言語に翻訳され、今や“人類の教科書”として、
多くの識者にとって座右の書になっている。
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　その対談が終わりを迎えたころ、博士は創立者に語った。「あなたは必ず、
私以上に世界中から名誉博士号を贈られるようになるでしょう」その言葉通り、
SGI会長には世界中の大学・学術機関から、「300」を超える名誉学術称号の“知
性の冠”が贈られたのである。池田SGI会長の世界の指導者・識者との対話の
主なものを年代別に掲げる。
1970年代には
・中国の周恩来総理との対話
・クーデンホーフ・カレルギー伯との対話
・ソ連　アレクセイ・コスイギン首相
・ヘンリー・Ａ・キッシンジャー国務長官
・フランスの作家アンドレ・マルロー氏
・宇宙飛行士　ワレンチナ・テレシコワ女史
・日本を代表する実業家　松下幸之助氏
1980年代には
・ハビエル・Ｐ・デクエヤル事務総長
・ジョン・ガルブレイス博士
・マーガレット・サッチャー首相
・インド　ラジブ・ガンジー首相
・ライナス・ポーリング博士との対話
・スカラ座　カルロ・Ｍ・バティー総裁
・アウレリオ・ペッチェイ博士との対話
・シンガポール　リー・クアンユー首相
1990年代には
・ネルソン・マンデラ大統領
・フイリピン　コラソン・アキノ大統領
・リヒャルト・ヴァイツゼッカー大統領
・中国文学界の巨匠　金庸氏との対話。
・フィデル・カストロ国家評議会議長
・バイオリニスト　Ｙ・メニユーイン氏
・ローザ・パークス女史
・バーツラフ・ハベル大統領
2000年代には
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・ミハイル・Ｓ・ゴルバチョフ大統領
・Ｋ・Ｒ・ナラヤナン大統領
・ワンガリ・マータイ女史
・Ｍ・エルバラダイ事務局長
・中国　胡錦濤国家主席
・Ｍ・Ｓ・スワミナサン会長
・ベテイ・ウイリアムズ会長
・インドネシア　Ａ・ワヒド元大統領
　こうして、今日まで1,700回を超える世界のリーダー、識者との語らいは、
いつしか世界を結ぶ、信頼と友情の壮大なネットワークになった。まさしく“対
話”で世界に平和の渦を巻き起こしているのである。「デューイ博士は90歳の
誕生日で、スピーチした。
　『民主主義は、対話から始まる』まことに至言である。
　『対話』を忘れたとき、人間であれ、宗教であれ、独善となり、偏狭となる。
　それでは、もはや、新たな活力は望めない」（「随筆　人間世紀の光」より）
４．「SGIの平和提言」とその実現
　１. 26「SGI（創価学会インタナショナル）の日」を記念して、池田SGI会長
が提言『轟け！創造的生命の凱歌』を2011年１月26日に発表した。「日本では、
50を超える全国紙・地方紙等が報道。海外では、26カ国・地域11言語の約150
のメデイア・団体がインターネット上で伝えています。そのなかには包括的核
実験禁止条約機関（CTBTO）準備委員会や、アメリカを代表する仏教誌『ト
ライシクル』のサイトもあり、関心の高さがわかる」（聖教新聞　（2011年２月
３日）４面。
　それらの提言の中で創立者が提唱してきた、多くのものが、現実のものとなっ
ている。
　A．これまで、核軍縮・廃絶への10項目を提言（1978年）
　　───『包括的核実験禁止条約』が国連総会で採択された（1996年）。
　B．環境国連の設置を提言（1978年）
　　───『地球サミット』（1992年）、『環境開発サミット』（2002年）が開催
－69－
された。
　C．米ソ首脳会談の早期開催を提言（1983年）
　　───ソ連・ゴルバチョフ書記長とアメリカ・レーガン大統領の間で実現
（1985年）。
　1981年５月、ソ連の最高首脳チーホノフ首相と会見した第３次訪ソで「世界
中の人は、米ソの緊張関係を危惧しています。一日も早い、米ソ首脳の直接対
話を望んでいます。モスクワトか、ワシントンとかではなく、例えばスイスの
ような第三の地を選んで、会見されることを望みます」（大白蓮華　2011年１
月号）p49。創立者は、その後も何度もソ連の首脳と対話を重ねた。その結果、
池田SGI会長が提案された通り、ソ連のゴルバチョフ書記長とアメリカのレー
ガン大統領がスイスで会見したのである。その後、ソビエト連邦は新生ロシア
に生まれ変わり、信教の自由が認められた。創立者は、まさに世界の平和を切
り開いたのである。
　D．世界市民憲章を提言（1988年）───『地球憲章』が決定（2000年）。
　E．国連平和サミットを提言（1994年）
　　───『国連ミレニアム・サミット』が開催（2000年）された。
　F．国際刑事裁判所の創設を提言（1995年）
　　───『国際刑事裁判所』の設置（2003年）。
　G．貧困撲滅のための世界連帯基金の設立を提言（2000年）
　　───『環境開発サミット』で設立を合意（2002年）された。
　H．『核テロ防止条約』を提言（2002年）───国連総会で採択（2005年）
　その他としては『武器輸出規制』『６カ国協議』『対人地雷前面禁止条約』『子
ども兵士の禁止』『平和構築委員会』などがある。
　2011年は、国連の定める『国際森林年』である。創立者は、2002年に『地球
革命への挑戦──持続可能な未来のための教育』を発表された。この提言で創
立者は、一人一人が環境問題を“自分自身の問題”として捉え、共通の未来の
ために、心を合わせる原動力は教育にこそあるとして、①学ぶこと、②生き方
を見直すこと、③エンパワーメント（力を与える作業）の三つの段階を提示し
た。
　「仏法は、人間生命と自然界との密接な関係を『不二』と説き、それを理解
できない原因を人間生命の『無明』に求めます。無明とは、生命の根源的な無
知であり、根本的な痴さです。無明は、自己の利益だけを追求し、他者を利用
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して顧みない愚を繰り返させます。具体的には、貪瞋癡の三毒──やり場のな
い恨みや目先の利害への執着、際限のない欲望などです。日蓮大聖人は『煩悩・
業・苦の三道、法身・般若・解脱の三徳と転じ』（御書p512）と仰せです。仏
法は、小我への執着を乗り越える『大我』の生き方を示しました。他者へと開
かれていく生命の拡大によって、自他ともの『生命の歓喜』が呼びおこされて
いく。
　その模範こそ、SGIの『人間革命』運動です。一人一人が、自身の内なる変
革に挑戦しつつ、生命尊厳の思想を社会の基本理念としていくことで、人間と
社会、世界は変えていけるのです」（聖教新聞　2011年１月１日）18面。
５．核兵器なき地球へ──反響広げるSGIの展示運動
　生命尊厳の仏法を基調に、国連NGO（非政府組織）として世界平和へ多彩
な運動を展開するSGIは、「平和」「人権」「持続可能な開発」等の分野で、地
球市民意識を啓発するために、草の根レベルで取り組んでいる。そのうち、「平
和」への取り組みの要として核兵器廃絶を訴える展示運動がスタートしたのは
1982年である。以来、各国で大きな反響を広げてきた。展示は時代状況に合わ
せて内容が更新され、これまで37カ国・地域で開催。鑑賞者は170万人を超える。
　SGIの核兵器廃絶への闘いの原点。それは、戸田第２代会長の「原水爆禁止
宣言」（1957年９月８日）である。「核あるいは原子爆弾の実験禁止運動が、い
ま世界に起こっているが、私はその奥に隠されているところの爪をもぎ取りた
いと思う。それは、もし原水爆を、いずこの国であろうと、それが勝っても負
けても、それを使用したものは、ことごとく死刑にすべきであるということを
主張するものであります」（人間革命　第12巻p124, 125）。戸田会長が〝遺訓
の第一〟として青年部に託した核廃絶の叫びを、いかに現実のものとし、広範
に展開していくか。池田SGI会長は、恩師の心をわが心とし、冷戦時代にあって、
東西両陣営の指導者らと相次ぎ会見し、「対話」による紛争の回避を訴えた。
　一方で1982年、SGI会長は、第２回国連軍縮特別総会に寄せ、平和提言を発表。
核兵器の破壊力・配備の実態を世界に伝え、核廃絶の思想を時代の潮流へと高
めることを主張した。これを受け、国連広報局および、広島・長崎市の協力を
得て、「核兵器──現代世界の脅威」展が米ニューヨークの国連本部で開催さ
れたのである。オープニングの日には、デクエヤル国連事務総長をはじめ、多
－71－
数の来賓が出席した。会場には、原爆の熱線を浴びて溶けた屋根瓦や焼け焦げ
た衣類など、広島・長崎の被爆の惨劇を生々しく物語る物品、写真が紹介され、
鑑賞者に強い衝撃を与えた。訪れた市民からは「人間がここまで恐ろしいこと
ができたとは信じられない、核戦争は絶対にいけない」など多数の感想が寄せ
られた。
　このフォーラムに寄せたメッセージでSGI会長は、〝核兵器は絶対悪〟との
恩師の叫びに言及。〝核兵器を「戦争抑止のための必要悪」とする思考から、
断固、脱却すべきである〟と訴え、青年がその先頭に立つことに期待を寄せた。
おわりに
　今回、創立者と、恩師戸田城聖先生との出会いから始まる「平和」を希求す
る人生を改めて学んだ。「一人の人間における偉大な人間革命は、やがて一国
の宿命の転換をも成し遂げ、さらに全人類の宿命の転換をも可能にする」とい
う、『人間革命』のテーマはまさしく、創立者の壮絶な人生そのものであった、
と深い感動を覚えた。83歳になられる創立者が、今も、世界に対話の波をおこ
し戦い続けている。
　創立者はこれまで「文化の拠点」として民音や東京富士美術館、「教育の拠点」
として創価大学・創価学園などの教育機関を創立。そして、 地球上から「悲惨」
の二字をなくしたい と叫び、「地球民族主義」や「原水爆禁止宣言」などの先
見的思想を世に問うた、戸田城聖創価学会第二代会長の遺志を継ぐ「平和の拠
点」として、平和思想を永遠に留める意味を込めて、「戸田記念国際平和研究所」
を設立したのである。
　すなわち、「一人の偉大な人間革命」こそ、世界を変革するカギなのである。
人間自身の環境こそ、世界を変革する最も直接的で重要な出発点なのである。
地球環境問題は人間が生み出したものである以上、人間によって解決すべきで
ある。創立者は、「迂遠のようであっても、人間に帰着し、人間生命の開拓と
変革から出発する『人間革命』こそ『地球革命』を実現させゆく王道である」
と訴えている（聖教新聞　2011年１月１日）17面。
　これまで、創立者池田大作先生に世界の大学・学術機関から贈られた名誉学
術賞号は1975年（昭和50年）５月モスクワ大学「名誉博士号」以来、35年間で
「300」を超え、まさしく世界一となった。
－72－
　世界の各大学が賞賛する、創立者の業績それは、「思想」「行動」「人間性」
に対する賞賛である。世界192 ヶ国・地域に広がったSGIの役割は、ますます
大きく広がってゆくであろう。仏法の人間主義の太陽で全世界を照らしゆくこ
とが人間を守り、自然と地球を守り、共生の社会を実現させる道であることを
知った。私も、創価大学に学ぶ一人として、この思想を友人、知人へと、さら
に拡大していくことを決意している。
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